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①2008～2012年度の商品供給高一億円当りCO2排出量を2002年度比4％
削減する。
②2011年度の単年度商品供給高一億円当りCO2排出量を2002年度比▲８.
１％まで削減する。

目標

資
料
２
－
１



係数別集計結果一覧



結果① 係数別原単位

①商品供給高１億円あたりＣＯ２排出量（ガ
イドライン係数注）

注：環境省『事業者からの温室効果ガス排出量算定方法ガイ
ドライン(試案Ver1.6)』(平成１５年７月) 

２００８年度結果は、商品供給高１億円あたりＣＯ
２排出量は３０．５ｔ(２００２年度比９７．１％、目標
比９８．４％)で、昨年度策定の計画を達成しまし
た。

②商品供給高１億円あたりＣＯ２排出量（電
事連京都クレジット調整前）

２００８年度結果は、商品供給高１億円あたりＣＯ
２排出量は３１．８ｔ（２００２年度比１０４．４％、目
標比１０２．６％）で、昨年度策定の計画を達成で
きませんでした。

③商品供給高１億円あたりＣＯ２排出量（電
事連京都クレジット調整後）

２００８年度結果は、商品供給高１億円あたりＣＯ
２排出量は２８．１ｔ（２００２年度比９２．３％、目標
比９０．７％）で、昨年度策定の計画を大きく達成
しました。
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結果② 係数別CO2排出総量
単位：万トン



＜2008年度のフォローアップの指摘への対応＞

指摘事項 指摘への対応

① 将来的には、原単位による目標値に加
えてＣＯ２排出量による目標値の設定につ
いても検討すべきである。

会員生協ではＣＯ2排出量（総量）に
ついても計画値を超えないよう目標
管理し、日本生協連の公表時に総量
も記載しています。

②（電気の係数は）当該年度の「電気事業
連合会公表の係数」又は「各電力会社別
の係数」を使用することが求められている。
したがって、次年度以降のフォローアップ
においては、当該年度におけるいずれか
の排出係数を用いた排出量についても算
定するべきである。

電気の排出係数はこれまでの０．３７
８kg－ＣＯ2／kwhと電気事業連合会
の係数の２種類を計算できるフォー
マットで集約し、本報告でも両方の結
果を掲載しています。

③ 未策定の県の生協などさらに参加生協
数を増加させるよう努めるべきである。

秋田県と新潟県の２生協が新たに策
定した。



＜CO2排出量の要因分析 ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝﾍﾞｰｽ＞

ＣＯ2排出量
［万t-ＣＯ2］

基準年度比

基準年度（2002年度） 69.7 100.0％

2007年度 75.5 108.3％

2008年度 73.1 104.8％

ＣＯ2排出量の増減 +3.4 ―――

増加の理由 ①事業量の増加（２００２→２００８年度で、供給高が１０８．１％増加）

②店舗は、新店の２２店出店、改装時の生鮮品扱い増加、商品の品温管理強化のた
めの冷凍冷蔵設備の増加、惣菜やベーカリーなどの店内加工品の増加

③共同購入・個配は配達の増加

減少の理由 ①自主行動計画策定によるＣＯ2排出削減・省エネ強化機運の向上。

計画策定生協数（２００４年度２３生協→２００８年度６１生協＋５事業連合）

②省エネ設備機器導入や省エネの運用管理の強化の効果

③店舗の１１店閉店、生産施設閉鎖や、物流センター機能の閉鎖や外部委託化

２００２年度に対して２００８年度のＣＯ2排出増加量は3.4万ｔｰＣＯ２。増加要因は、新店や取り扱い商品の
増加、冷凍冷蔵設備の増加などにより2002年度比では排出量が増加しているが大規模物流施設の閉鎖、
省エネ設備機器の導入や運用管理の強化により2006年度以降は総量でも削減してきている。



＜温暖化対策の実施状況＞



省エネ参考事例

１灯管蛍光器具

天井照明削減

棚照明削減

セラミック床
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